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全国学力・学習状況調査（平成３０年度実施）の結果について 

本年度、実施しました「全国学力・学習状況調査」の結果と概況がまとまりましたので、お知らせい

たします。「全国学力・学習状況調査」は、全国の小学校６年生を対象とし、学習の定着度や学習意識、

家庭での学習実態を客観的に把握し、今後の学校の指導計画や指導方法の工夫改善、家庭学習の進め方

などに生かすために実施されています。結果は、実施学年の限られた教科や生活実態であり、必ずしも

児童本来の様子を示しているとは言えませんが、結果から課題を見つけ、児童の学力向上や基本的生活

習慣の改善を図っていくための資料として精査し、効果的な具体的方策を検討し、取り組んでいきたい

と思います。 

                      

Ⅰ ６年生の学力調査（５年生の学習内容） 

 １ 結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 結果の概要 

 (1) 国語Ａ 平均正答率は６８％で尼崎市平均と同じす。 

  (2) 国語Ｂ 平均正答率は５０％で尼崎市平均より１％下まわっています。 

  (3) 算数Ａ  平均正答率は６３％で尼崎市平均より２％上まわっています。 

  (4) 算数Ｂ 平均正答率は４９％で尼崎市平均と同じです。 

(5) 理科  平均正答率は５２％で尼崎市平均より４％下まわっています。 

                     

 ３ 分析と課題 

Ａ問題は、主に基礎・基本の習熟度を見るテストでＢ問題はそれらを活用する力を見るテストです。

国語Ａ算数Ａ算数Ｂについては、全国・市平均とほぼ同じくらいの理解度だととらえています。算数Ａ、

が市の平均を上回っているのは、少人数授業等、きめ細かな指導に力を入れている成果だととらえてい

ます。朝や昼の学習タイムを、今後もきちんと続けていくことで、さらにしっかり身につけることが出

来るのではないかと考えています。また、宿題をきちんとする声かけを家庭でもご協力していただいて

いる点も大きいと考えます。引き続き家庭と連携し、学習内容の定着に取り組んでいきたいと思います。 

今回、国語Ｂと理科が全国・市平均と少し差がありました。朝の学習タイム、国語の授業スタイルや、

宿題の出し方、理科の振り返り学習の仕方等、学習方法についても検討し、見直していきたいと考えて

います。引き続き、家庭と連携を密にし、放課後学習等、復習を丁寧に取り組み、積み重ねていくこと

が大切だと考えています。補充学習等、学級での丁寧な個別指導が家庭学習や自主学習とうまく繋がっ

ていくように取り組んでいきたいと思いますので、ご協力をお願いします。 



Ⅱ 学校や家庭での子どもの様子や意識について 

  １ 結果 

このグラフは、わかば西小６年生の学校や家庭での、学習や生活の様子等の一部を表したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ２ 分析と課題 

「朝食を毎日たべている」の項目では、８５％の児童が「あてはまる」と答えているにとどまってい

ます。以前に比べ、きちんと朝食を食べている児童が減っているようです。その理由として「夜、決ま

った時刻に寝ている」と答えた児童も少なくなっている事が関連しているようです。早寝･早起き･朝ご

飯の生活リズムの大切さを今一度、ご家庭で振り返って頂ければ有り難いです。 

「自分には良い所がある」は全国平均と比べ少し低いようです。一方「将来の夢や目標を持っている」

は、全国よりも高い値でした。今後、目標に向かって取り組む自分に自信を持てるよう支援し、自己有

用感を、より高めていけるよう取り組んでいきたいと考えます。 

「家で１時間以上勉強をする」と答えた児童は、約８２％です。全国平均に比べ、大変高くなってい

ます。しかし、「家で授業の予習･復習をする」と答えた児童は、全国に比べて少なく、宿題以外の学習

については、積極的に取り組んでいない傾向がうかがえます。今後は、自主学習ノートの指導にも工夫

が必要だと考えます。ご家庭でも、宿題以外の学習に頑張る姿を見かけたら、ほめてあげて下さい。 

また、「地域と関わる機会がある」「地域の行事に参加する」は全国より高い結果となっており、本校

児童は、地域とは密接な関わりがあり、お世話になっていることがわかりました。 

グラフにはありませんが、非常に高い割合の児童が「家で宿題をする」と答えています。「宿題をす

る習慣は定着しているが、宿題以外は、積極的に進んで学習していない」ということが言えるようです。

宿題をきちんと出来る今の良い習慣を大切にし、計画を立ててする学習の充実、自主学習ノート等によ

る『学習意欲の向上』を引き続き図っていきたいと考えます。他に全国平均より高い割合の回答として、

「社会をよくするために何が必要か考える」「ボランティアに参加したことがある」等の項目も全国平

均を上回っています。これらのいい面は、さらに伸ばしていこうと思いますので、ご家庭の方でも、お

子様のやる気やがんばりが見られたら、励まし、ほめていただきたいと思います。ご理解・ご協力をよ

ろしくお願いいたします。 

 

Ⅲ おわりに 

これからも、わかば西小全職員が一丸となり、安全で仲良く  

楽しい学校づくりを基本に、児童のよりよい成長を願い、学 

習指導の充実に取り組みます。そのためには、保護者や地域の 

皆様のご協力が不可欠となります。今後とも、ご支援･ご協力 

いただきますよう、よろしくお願いいたします。     

                     (※数値は、いずれも小数点以下を処理した数値です) 


